
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
に
よ
る
グ
リ
ー

ン
家
電
普
及
促
進
事
業
」
の
受
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
が
、
農
地
・
水
・
環
境
保

事
務
局
で
は

「
た
よ
り
」
を
活
動
組

、

全
向
上
対
策
交
付
金
な
ど
の
国
庫
補
助
金

織
の
情
報
交
換
の
場
と
考
え
、
発
行
し
て

を
使
用
し
て
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
対
象
製
品
を

い
き
ま
す
。
活
動
組
織
の
み
な
さ
ま
の
活

購
入
し
た
場
合
、
国
庫
の
二
重
補
助
と
な

動
状
況
や
県
内
の
他
組
織
に
ア
ピ
ー
ル
し

来
年
２
０
１
０
年
十
月
に
名
古
屋
市
で

る
の
で
「

た
い
こ
と
、
苦
労
話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
は
出
来

体
制
整
備
構
想
（
案
）
の
作
成
に
係
る

「
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議

」
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

ら
、
事
務
局
ま
で
ど
ん
ど
ん
投
稿
し
て
く

ま
せ
ん

説
明
会
が
、
津
管
内
を
皮
切
り
に
伊
勢
管

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
、
桑
名
管
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

日
本
の
水
田
や
里
山
等
は
、
多
様
な
生
き

地
域
の
活
動
の
輪
を
広
げ
る
に
は
、
本

れ
か
ら
順
次
各
地
で
開
催
し
ま
す
の
で
参

物
を
育
ん
で
お
り
、
私
た
ち
は
生
き
物
か

対
策
で
の
活
動
を
地
域
の
み
な
さ
ま
に
知

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ら
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
有
効
な
手
段
に
な

体
制
整
備
構
想
（
案
）
は
、
地
域
に
お

す
。

三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
協

り
ま
す
。
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

け
る
農
地
、
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
や
環

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
で
も

議
会
の
活
動
組
織
に
お
い
て
、
農
機
具
格

で
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
ま
た
活

境
を
担
っ
て
い
る
役
割
を
再
認
識
し
、
こ

生
き
物
調
査
や
外
来
種
の
駆
除
、
放
流
・

納
庫
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
侵
入
さ
れ
、

動
へ
の
理
解
を
得
ら
れ
や
す
く
な
り
、
活

の
資
源
や
環
境
を
適
切
に
保
全
し
向
上
し

植
栽
を
通
じ
た
在
来
生
物
の
育
成
等
に
積

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
て
購

動
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

て
い
く
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
体
制

極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
生
態
系
保
全
活

入
し
た
四
輪
駆
動
の
草
刈
機
が
盗
難
に
遭

積
極
的
な
広
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
フ
ァ

や
活
動
内
容
を
地
域
で
話
し
合
い
、
将
来

動
が
多
様
な
形
態
で
実
施
さ
れ
、
生
物
多

う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

ッ
ク
ス
、
郵
送
で
も
結
構
で
す
の
で
ぜ
ひ

に
わ
た
り
充
実
し
た
活
動
が
展
開
で
き
る

様
性
保
全
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

各
活
動
組
織
に
お
い
て
は
、
農
地
・
水

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

よ
う
に
す
る
た
め
の
構
想
（
目
標
）
を
明

東
海
農
政
局
で
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
期
間
を

・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
て
購
入
し
た
備

確
に
す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
、
協

見
据
え
て
、
東
海
管
内
の
取
組
を
広
報
す

品
の
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

投
稿
先

定
締
結
年
度
か
ら
起
算
し
て
三
年
目
の
年

る
展
示
等
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〒514-0006

度
末
（
平
成
一
九
年
度
に
協
定
締
結
し
た

こ
の
よ
う
な
生
態
系
保
全
活
動
の
記
録

津
市
広
明
町
３
３
０
番
地

活
動
組
織
は
平
成
二
十
一
年
度
末
）
ま
で

は
、
今
後
の
活
動
の
向
上
に
資
す
る
も
の

三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

に
地
域
協
議
会
へ
届
け
出
す
る
も
の
で

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
活
動
組
織
に
は

策
協
議
会
（
三
重
県
土
地
改
良
事
業
団

す
。

こ
の
趣
旨
を
御
理
解
の
上
、
活
動
組
織
が

体
連
合
会
）

体
制
整
備
構
想
（
案
）
が
作
成
さ
れ
な

取
り
組
ま
れ
て
い
る
生
態
系
保
全
等
の
活

三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

TEL
059-226-4824

か
っ
た
場
合
、
協
定
認
定
年
度
ま
で
遡
っ

動
を
出
来
る
限
り
写
真
又
は
映
像
と
し
て

協
議
会
で
は
、
本
対
策
に
関
す
る
情
報
提

FAX
059-225-7332

て
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

記
録
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

供
の
一
環
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

の
で
必
ず
届
け
出
て
下
さ
い
。

し
て
い
ま
す
。

http://www.miedoren.or.jp/
home/kyogikai/index.html

後
半
は
、
発
表
い
た
だ
い
た
六
活
動
組

織
の
表
彰
（
奨
励
賞
）
と
体
制
整
備
構
想

（

）

。

案

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
に
桑
名
市
の

こ
の
事
例
発
表
会
は
、
各
活
動
組
織
相

三
重
県
桑
名
庁
舎
に
お
い
て
、
桑
員
地
区

互
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

（
桑
名
市
、
い
な
べ
市
、
木
曽
岬
町
、
東

各
地
域
に
お
け
る
農
地
・
水
・
環
境
の
良

員
町
）
で
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

好
な
保
全
と
そ
の
質
的
向
上
を
図
り
、
地

策
に
取
り
組
む
活
動
組
織
や
三
重
県
、
市

域
振
興
に
一
層
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
た

町

水
土
里
ネ
ッ
ト
み
え
の
関
係
者
な
ど

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も

、

、

九
十
四
名
が
参
加
し
て
「
平
成
二
十
一
年

の
で
す
。

度
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
桑
員

主
催
者
で
あ
る
三
重
県
桑
名
農
政
環
境

地
区
事
例
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

事
務
所
の
河
合
正
一
所
長
の
挨
拶
に
続

」

。
き
、
三
重
県
農
業
基
盤
室
の
福
岡
重
栄
室

最
後
に
活
動
組
織
の
方
か
ら
、
農
地
・

長
、
三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
は
平
成
二
十
三

対
策
協
議
会
の
鈴
木
規
男
副
会
長
（
水
土

③
三
和
集
落
資
源
エ
コ
隊
（
東
員
町
）

年
度
で
終
了
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

里
ネ
ッ
ト
み
え
専
務
理
事
）
か
ら
挨
拶
が

竹
炭
に
よ
る
水
質
浄
化
や
鯉
の
放
流
の

以
後
の
事
業
継
続
を
要
望
す
る
意
見
が
出

あ
り
ま
し
た
。

環
境
向
上
活
動

さ
れ
る
な
ど
活
発
な
質
疑
応
答
や
貴
重
な

そ
の
後

桑
員
地
区
の
活
動
組
織
よ
り

④
東
貝
野
地
区
を
守
る
会
（
い
な
べ
市
）

意
見
の
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

、

、

次
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

獣
害
対
策
や
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
（
ヒ
メ

事
例
発
表
会
の
後
、
場
所
を
庁
舎
一
階

①
か
れ
が
わ
ふ
る
里
活
動
隊
（
桑
名
市
）

イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
）
の
植
栽

の
食
堂
に
移
し
、
各
活
動
組
織
の
交
流
を

湿
地
の
草
刈
、
生
き
物
観
察
会
な
ど
生

⑤
大
泉
の
地
域
環
境
を
守
る
会
（
い
な
べ

深
め
る
た
め
「
意
見
交
換
会
」
を
行
い
ま

態
系
保
全
の
取
り
組
み
や
そ
ば
種
ま
き

市
）

し
た
。

・
そ
ば
打
ち
体
験

メ
ダ
カ
池
造
り
や
子
供
会
と
の
田
植
え

今
回
の
事
例
発
表
会
を
契
機
と
し
て
、

②
木
曽
岬
町
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

稲
刈
り
体
験

桑
員
地
区
の
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

対
策
連
絡
協
議
会
（
木
曽
岬
町
）

⑥
ど
じ
ょ
っ
子
く
ら
ぶ
（
い
な
べ
市
）

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
当
活
動
に
よ
り
さ

外
来
種
の
駆
除
や
農
地
へ
の
コ
ス
モ
ス

生
き
物
調
査
（
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
）
や

ら
に
地
域
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念

の
植
栽

地
域
ブ
ラ
ン
ド
米
の
栽
培

し
て
お
り
ま
す
。

編
集
・
発
行

三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
協
議
会

発
行
担
当
者

三
重
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

三
重
県
津
市
広
明
町
三
三
〇

TEL
059-226-4824/FAX

059-225-7332
平
成
二
十
一
年
度
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

三重県農地・水・環境保全向上対策協議会
http://www.miedoren.or.jp/home/kyogikai/index.html
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事
務
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ら
の
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ら
せ
◎

協
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会
の
ホ
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ペ
ー
ジ

体
制
整
備
構
想
（
案
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の
作
成
に
つ
い
て

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

投
稿
募
集
の
ご
案
内

三重県農地・水・環境保全向上対策協議会
http://www.miedoren.or.jp/home/kyogikai/index.html

2009年（平成21年）9月11日（第３号）

- 4 -

桑
員
地
区
事
例
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

に
お
け
る
生
態
系
保
全
活
動
の

広
報
強
化
に
つ
い
て

備
品
の
盗
難
注
意

交
付
金
に
よ
り
家
電
等
を
購
入

す
る
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て



あ
り
、
そ
の
後
、
桑
名
農
政
環
境
事
務
所

そ
の
後
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

の
川
瀬
主
査
が
、
こ
こ
は
環
境
に
配
慮
し

対
策
（
農
地
・
水
向
上
活
動
部
会
）
技
術

た
工
法
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
話
さ

研
修
会
に
入
り
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
み
え
の

れ
、
農
業
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
重

岡
課
長
補
佐
よ
り
、
農
業
水
利
施
設
の
コ

去
る
七
月
二
十
五
日
（
土
）
に
水
土
里

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
診
断
と
補
修
（
簡
易

）

、

ネ
ッ
ト
か
れ
が
わ
の
主
催
で
「
か
れ
が
わ

各
分
野
の
講
師
紹
介
の
後
、
参
加
者
全

補
修
等
に
よ
る
機
能
回
復
手
法

と
題
し

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
観
察
会
」
が
開
催
さ

員
で
現
地
に
移
動
し
た
。
県
で
絶
滅
危
惧

去
る
八
月
五
日
（
水
）
に
多
気
郡
多
気

活
動
組
織
に
よ
る
自
主
的
な
機
能
診
断
や

れ
ま
し
た
。

種
に
認
定
さ
れ
、
桑
名
市
で
も
天
然
記
念

町
内
の
十
三
団
体
を
対
象
に
し
た
情
報
交

簡
単
な
補
修
が
行
え
る
よ
う
、
点
検
の
ポ

こ
の
活
動
は
、
地
域
に
生
息
し
て
い
る

物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
ヒ
メ
タ
イ
コ

換
会
を
多
気
町
勢
和
公
民
館
二
階
大
会
議

イ
ン
ト
、
初
期
欠
陥
の
種
類
や
原
因
の
見

希
少
生
物
（
ヒ
メ
タ
イ
コ
ウ
チ
や
ホ
ト
ケ

ウ
チ
や
国
や
県
に
絶
滅
危
惧
種
と
し
て
指

室
に
て
開
催
し
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

極
め
方
、
簡
単
な
補
修
工
法
を
説
明
し
、

ド
ジ
ョ
ウ
等
）
の
保
護
を
目
的
に
地
域
の

定
さ
れ
て
い
る
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
田

向
上
対
策
に
取
り
組
む
各
活
動
組
織
関
係

専
門
業
者
が
専
用
の
被
覆
材
や
樹
脂
、
ポ

適
正
管
理
・
生
息
状
況
の
把
握
・
子
供
た

ん
ぼ
と
水
路
で
暮
ら
す
身
近
な
生
き
も
の

者
ら
約
五
十
人
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

リ
マ
ー
セ
メ
ン
ト
な
ど
様
々
な
修
復
方
法

ち
へ
の
学
習
の
場
を
提
供
し
、
併
せ
、
農

に
つ
い
て
講
師
の
指
導
に
よ
り
ビ
オ
ト
ー

多
気
町
勢
和
地
域
資
源
保
全
・
活
動
協

を
説
明
し
ま
し
た
。

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
中

プ
、
水
田
、
湿
生
林
の
三
ヶ
所
で
採
取
、

議
会
の
林
会
長
の
挨
拶
の
後
、
平
成
二
十

参
加
者
は
、
自
ら
の
地
域
で
自
主
的
な

の
生
態
系
保
全
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て

観
察
等
を
行
い
ま
し
た
。

一
年
度
に
新
規
加
入
し
た
活
動
組
織
の
五

機
能
診
断
や
簡
易
補
修
が
出
来
る
よ
う
熱

毎
年
行
わ
れ
今
年
で
六
回
目
と
な
り
ま

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
大
変
暑
い
日

桂
地
区
「
Ｂ
・
Ｅ
・
Ｉ
」
が
紹
介
さ
れ
、

心
に
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

す
。

で
し
た
が
、
参
加
し
た
親
子
は
ビ
オ
ト
ー

活
動
組
織
の
河
合
代
表
が
加
入
の
挨
拶
を

ま
た
、
勢
和
地
域
事
務
局
の
高
橋
氏
が

観
察
会
に
先
立
ち
、
主
催
者
で
あ
る
水

プ
や
冷
た
い
水
路
に
入
り
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ

行
い
ま
し
た
。

多
気
町
内
の
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
の
施
工
例

土
里
ネ
ッ
ト
か
れ
が
わ
の
伊
藤
理
事
長
よ

ウ
や
カ
エ
ル
を
採
取
、
湿
地
帯
で
ヒ
メ
タ

を
紹
介
し
、
そ
の
成
果
と
問
題
点
に
つ
い

り
、
今
回
で
六
回
目
と
な
っ
た
こ
の
活
動

イ
コ
ウ
チ
な
ど
を
採
取
し
ま
し
た
。
最
後

て
説
明
し
ま
し
た
。

に
今
ま
で
で
最
高
の
子
供
約
七
十
人
、
親

に
木
陰
の
下
で
講
師
か
ら
め
ず
ら
し
い
生

参
加
者
か
ら
は
、
自
ら
の
地
域
で
も
カ

子
併
せ
て
約
百
二
十
人
程
が
参
加
し
て
く

き
も
の
の
説
明
や
、
な
ぜ
、
そ
の
場
所
で

バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
を
施
工
し
た
い
の
で
指
導

れ
た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
と
、
こ
こ
の
水

生
き
も
の
が
多
く
採
取
で
き
た
か
を
て
い

を
お
願
い
し
た
い
等
の
活
発
な
意
見
が
交

路
に
は
こ
の
地
方
に
し
か
生
息
し
て
い
な

ね
い
に
分
か
り
や
す
く
説
明
を
受
け
、
夏

わ
さ
れ
、
身
近
な
内
容
で
大
変
有
意
義
な

い
ヒ
メ
タ
イ
コ
ウ
チ
や
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ

休
み
の
自
由
研
究
と
楽
し
い
思
い
出
と
な

意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

が
生
息
し
て
い
る
の
で
、
今
日
は
こ
の
珍

り
ま
し
た
。

し
い
生
き
も
の
を
探
し
て
夏
休
み
の
宿
題

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
旨
を
挨
拶
が

こ
の
制
度
が
今
後
も
長
く
続
く
こ
と
を

望
み
ま
す
。

む
ら
お
こ
し
・
か
み
み
い
と
で
は
、
活

動
の
一
貫
と
し
て
学
校
教
育
と
連
携
し
た

私
達
の
地
域
は
、
津
市
の
中
心
街
よ
り

田
植
え
、
稲
刈
り
脱
穀
作
業
の
体
験
学
習

西
へ
一
五
㎞
の
所
に
位
置
す
る
中
山
間
地

を
行
っ
て
い
ま
す
。

で
す
。
近
年
の
農
業
生
産
品
の
価
格
の
低

農
用
地
・
農
業
用
水
の
働
き
の
重
要
性

迷
に
よ
り
農
家
が
農
地
の
維
持
に
意
欲
を

を
子
供
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
本

無
く
し
始
め
、
今
後
の
農
業
を
心
配
し
て

年
度
は
上
御
糸
小
学
校
の
全
児
童
を
対
象

有
志
が
話
し
合
い
、
こ
の
制
度
に
取
り
組

に
田
植
え
、
稲
刈
り
、
脱
穀
の
農
作
業
を

み
、
色
々
工
夫
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
助

構
成
員
の
方
々
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

け
合
っ
て
楽
し
く
農
業
を
と
の
目
標
で
実

し
た
。

施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
中

こ
の
活
動
を
通
じ
て
将
来
を
担
う
地
域

の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

の
子
供
た
ち
に
農
用
地
や
農
業
用
水
の
働

景
観
形
成
活
動
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
ヒ

き
を
学
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
農
業
に
つ

マ
ワ
リ
の
作
付
け
を
し
、
花
の
咲
い
た
時

い
て
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
ま
い

期
に
地
元
幼
稚
園
児
や
地
元
住
民
、
他
地

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

域
の
方
に
も
見
て
頂
き
喜
ん
で
も
ら
っ
て

ま
た
、
今
後
も
む
ら
お
こ
し
・
か
み
み

お
り
ま
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。
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た
、
当
初
か
ら
生
態
系
保

い
と
の
活
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を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

全
調
査
で
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
増
や
す
べ
く

た
だ
い
た
り
、
地
産
地
消
の
面
か
ら
も
、

工
夫
し
て
毎
年
ホ
タ
ル
の
数
も
増
え
、
本

本
年
度
も
地
域
通
貨
券
の
発
行
を
行
っ
て

年
は
地
元
は
も
と
よ
り
周
辺
地
域
か
ら
も

い
き
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
が
見
物
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。

私
達
の
取
り
組
み
が
多
く
の
人
達
に
喜

ん
で
頂
け
た
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
げ
て

い
き
、
今
後
も
み
ん
な
で
楽
し
く
農
業
生

産
に
取
り
組
み
、
安
全
、
安
心
の
農
業
生

産
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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あ
り
、
そ
の
後
、
桑
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農
政
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務
所

そ
の
後
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地
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農
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入
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岡
課
長
補
佐
よ
り
、
農
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利
施
設
の
コ
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七
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二
十
五
日
（
土
）
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水
土
里

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

ン
ク
リ
ー
ト
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造
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簡
易
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催
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催
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滅
危
惧

去
る
八
月
五
日
（
水
）
に
多
気
郡
多
気

活
動
組
織
に
よ
る
自
主
的
な
機
能
診
断
や

れ
ま
し
た
。

種
に
認
定
さ
れ
、
桑
名
市
で
も
天
然
記
念

町
内
の
十
三
団
体
を
対
象
に
し
た
情
報
交

簡
単
な
補
修
が
行
え
る
よ
う
、
点
検
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こ
の
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さ
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タ
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イ
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滅
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催
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、

ド
ジ
ョ
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等
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ケ
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取
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習
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よ
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、
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取
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。
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の
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「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
に
よ
る
グ
リ
ー

ン
家
電
普
及
促
進
事
業
」
の
受
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
が
、
農
地
・
水
・
環
境
保

事
務
局
で
は

「
た
よ
り
」
を
活
動
組

、

全
向
上
対
策
交
付
金
な
ど
の
国
庫
補
助
金

織
の
情
報
交
換
の
場
と
考
え
、
発
行
し
て

を
使
用
し
て
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
対
象
製
品
を

い
き
ま
す
。
活
動
組
織
の
み
な
さ
ま
の
活

購
入
し
た
場
合
、
国
庫
の
二
重
補
助
と
な

動
状
況
や
県
内
の
他
組
織
に
ア
ピ
ー
ル
し

来
年
２
０
１
０
年
十
月
に
名
古
屋
市
で

る
の
で
「

た
い
こ
と
、
苦
労
話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
は
出
来

体
制
整
備
構
想
（
案
）
の
作
成
に
係
る

「
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議

」
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

ら
、
事
務
局
ま
で
ど
ん
ど
ん
投
稿
し
て
く

ま
せ
ん

説
明
会
が
、
津
管
内
を
皮
切
り
に
伊
勢
管

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
、
桑
名
管
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

日
本
の
水
田
や
里
山
等
は
、
多
様
な
生
き

地
域
の
活
動
の
輪
を
広
げ
る
に
は
、
本

れ
か
ら
順
次
各
地
で
開
催
し
ま
す
の
で
参

物
を
育
ん
で
お
り
、
私
た
ち
は
生
き
物
か

対
策
で
の
活
動
を
地
域
の
み
な
さ
ま
に
知

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ら
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
有
効
な
手
段
に
な

体
制
整
備
構
想
（
案
）
は
、
地
域
に
お

す
。

三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
協

り
ま
す
。
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

け
る
農
地
、
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
や
環

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
で
も

議
会
の
活
動
組
織
に
お
い
て
、
農
機
具
格

で
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
ま
た
活

境
を
担
っ
て
い
る
役
割
を
再
認
識
し
、
こ

生
き
物
調
査
や
外
来
種
の
駆
除
、
放
流
・

納
庫
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
侵
入
さ
れ
、

動
へ
の
理
解
を
得
ら
れ
や
す
く
な
り
、
活

の
資
源
や
環
境
を
適
切
に
保
全
し
向
上
し

植
栽
を
通
じ
た
在
来
生
物
の
育
成
等
に
積

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
て
購

動
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

て
い
く
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
体
制

極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
生
態
系
保
全
活

入
し
た
四
輪
駆
動
の
草
刈
機
が
盗
難
に
遭

積
極
的
な
広
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
フ
ァ

や
活
動
内
容
を
地
域
で
話
し
合
い
、
将
来

動
が
多
様
な
形
態
で
実
施
さ
れ
、
生
物
多

う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

ッ
ク
ス
、
郵
送
で
も
結
構
で
す
の
で
ぜ
ひ

に
わ
た
り
充
実
し
た
活
動
が
展
開
で
き
る

様
性
保
全
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

各
活
動
組
織
に
お
い
て
は
、
農
地
・
水

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

よ
う
に
す
る
た
め
の
構
想
（
目
標
）
を
明

東
海
農
政
局
で
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
期
間
を

・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
て
購
入
し
た
備

確
に
す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
、
協

見
据
え
て
、
東
海
管
内
の
取
組
を
広
報
す

品
の
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

投
稿
先

定
締
結
年
度
か
ら
起
算
し
て
三
年
目
の
年

る
展
示
等
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〒514-0006

度
末
（
平
成
一
九
年
度
に
協
定
締
結
し
た

こ
の
よ
う
な
生
態
系
保
全
活
動
の
記
録

津
市
広
明
町
３
３
０
番
地

活
動
組
織
は
平
成
二
十
一
年
度
末
）
ま
で

は
、
今
後
の
活
動
の
向
上
に
資
す
る
も
の

三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

に
地
域
協
議
会
へ
届
け
出
す
る
も
の
で

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
活
動
組
織
に
は

策
協
議
会
（
三
重
県
土
地
改
良
事
業
団

す
。

こ
の
趣
旨
を
御
理
解
の
上
、
活
動
組
織
が

体
連
合
会
）

体
制
整
備
構
想
（
案
）
が
作
成
さ
れ
な

取
り
組
ま
れ
て
い
る
生
態
系
保
全
等
の
活

三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

TEL
059-226-4824

か
っ
た
場
合
、
協
定
認
定
年
度
ま
で
遡
っ

動
を
出
来
る
限
り
写
真
又
は
映
像
と
し
て

協
議
会
で
は
、
本
対
策
に
関
す
る
情
報
提

FAX
059-225-7332

て
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

記
録
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

供
の
一
環
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

の
で
必
ず
届
け
出
て
下
さ
い
。

し
て
い
ま
す
。

http://www.miedoren.or.jp/
home/kyogikai/index.html

後
半
は
、
発
表
い
た
だ
い
た
六
活
動
組

織
の
表
彰
（
奨
励
賞
）
と
体
制
整
備
構
想

（

）

。

案

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
に
桑
名
市
の

こ
の
事
例
発
表
会
は
、
各
活
動
組
織
相

三
重
県
桑
名
庁
舎
に
お
い
て
、
桑
員
地
区

互
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

（
桑
名
市
、
い
な
べ
市
、
木
曽
岬
町
、
東

各
地
域
に
お
け
る
農
地
・
水
・
環
境
の
良

員
町
）
で
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

好
な
保
全
と
そ
の
質
的
向
上
を
図
り
、
地

策
に
取
り
組
む
活
動
組
織
や
三
重
県
、
市

域
振
興
に
一
層
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
た

町

水
土
里
ネ
ッ
ト
み
え
の
関
係
者
な
ど

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も

、

、

九
十
四
名
が
参
加
し
て
「
平
成
二
十
一
年

の
で
す
。

度
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
桑
員

主
催
者
で
あ
る
三
重
県
桑
名
農
政
環
境

地
区
事
例
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

事
務
所
の
河
合
正
一
所
長
の
挨
拶
に
続

」

。
き
、
三
重
県
農
業
基
盤
室
の
福
岡
重
栄
室

最
後
に
活
動
組
織
の
方
か
ら
、
農
地
・

長
、
三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
は
平
成
二
十
三

対
策
協
議
会
の
鈴
木
規
男
副
会
長
（
水
土

③
三
和
集
落
資
源
エ
コ
隊
（
東
員
町
）

年
度
で
終
了
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

里
ネ
ッ
ト
み
え
専
務
理
事
）
か
ら
挨
拶
が

竹
炭
に
よ
る
水
質
浄
化
や
鯉
の
放
流
の

以
後
の
事
業
継
続
を
要
望
す
る
意
見
が
出

あ
り
ま
し
た
。

環
境
向
上
活
動

さ
れ
る
な
ど
活
発
な
質
疑
応
答
や
貴
重
な

そ
の
後

桑
員
地
区
の
活
動
組
織
よ
り

④
東
貝
野
地
区
を
守
る
会
（
い
な
べ
市
）

意
見
の
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

、

、

次
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

獣
害
対
策
や
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
（
ヒ
メ

事
例
発
表
会
の
後
、
場
所
を
庁
舎
一
階

①
か
れ
が
わ
ふ
る
里
活
動
隊
（
桑
名
市
）

イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
）
の
植
栽

の
食
堂
に
移
し
、
各
活
動
組
織
の
交
流
を

湿
地
の
草
刈
、
生
き
物
観
察
会
な
ど
生

⑤
大
泉
の
地
域
環
境
を
守
る
会
（
い
な
べ

深
め
る
た
め
「
意
見
交
換
会
」
を
行
い
ま

態
系
保
全
の
取
り
組
み
や
そ
ば
種
ま
き

市
）

し
た
。

・
そ
ば
打
ち
体
験

メ
ダ
カ
池
造
り
や
子
供
会
と
の
田
植
え

今
回
の
事
例
発
表
会
を
契
機
と
し
て
、

②
木
曽
岬
町
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

稲
刈
り
体
験

桑
員
地
区
の
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

対
策
連
絡
協
議
会
（
木
曽
岬
町
）

⑥
ど
じ
ょ
っ
子
く
ら
ぶ
（
い
な
べ
市
）

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
当
活
動
に
よ
り
さ

外
来
種
の
駆
除
や
農
地
へ
の
コ
ス
モ
ス

生
き
物
調
査
（
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
）
や

ら
に
地
域
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念

の
植
栽

地
域
ブ
ラ
ン
ド
米
の
栽
培

し
て
お
り
ま
す
。

編
集
・
発
行

三
重
県
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
協
議
会

発
行
担
当
者

三
重
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

三
重
県
津
市
広
明
町
三
三
〇

TEL
059-226-4824/FAX

059-225-7332

平
成
二
十
一
年
度
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

三重県農地・水・環境保全向上対策協議会
http://www.miedoren.or.jp/home/kyogikai/index.html
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◎
事
務
局
か
ら
の
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知
ら
せ
◎

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

体
制
整
備
構
想
（
案
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の
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い
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・
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境
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向
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桑
員
地
区
事
例
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

に
お
け
る
生
態
系
保
全
活
動
の

広
報
強
化
に
つ
い
て

備
品
の
盗
難
注
意

交
付
金
に
よ
り
家
電
等
を
購
入

す
る
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て


